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た 1 例を経験したため報告する。 
 
Ⅱ．症    例 
 
 2 
患者：60 歳 女性 
主訴：労作時息切れ 
既往歴：36 歳より高血圧症、脂質異常症にて近






現病歴：2011 年 10 月上旬より労作時息切れが出
現し、安静にて改善していた。近医を受診したと
ころ高度房室ブロックを認めたため当科紹介と
なり、精査加療目的に 10 月 28 日に当科入院と
なった。 
入院時現症：身長 147cm 体重 54kg 血圧




血液生化学・尿検査 WBC 4.53×103/μL, Hb 
12.8g/dL, Plt 301×103/μL, AST 37IU/L, ALT 
55IU/L, ALP 288IU/L, ChE 383IU/L, LD 
224IU/L, CK 65IU/L, γ-GTP 98IU/L, T-Bill 
1.0mg/dL, AMY 92IU/L, T-Chol 185mg/dL, TG 
222mg/dL, HDL-C 41mg/dL, LDL-C 100mg/dL, 
TP 7.2g/dL, Alb 3.8g/dL, BUN 11.1mg/dL, Cre 
0.63mg/dL, UA 6.1mg/dL, Na 141mEq/L, K 
4.0mEq/L, Cl 107mEq/L, Ca 9.0mg/dL, CRP 
0.26mg/dL, HbA1c(JDS) 5.7%, fT3 2.51pg/mL, 
fT4 1.03ng/dL, TSH 1.400μIU/mL, ACE 
15.5U/L, 尿所見 異常なし 
12誘導心電図 (図 1) HR42/分 高度房室ブロッ
ク 完全右脚ブロック Ⅲ,aVF 誘導で陰性 T 波 




図 1 入院時心電図 
 





Ga シンチグラフィ (図 3) 両側縦隔リンパ節へ
の集積亢進を認める 心筋に異常集積なし 













月 14 日よりプレドニゾロン 30mg の内服を開始
し、4 週間毎に 5mg ずつ漸減を行った。2012 年
3月 6日の心電図では自己の房室伝導が回復した
ことにより自己 QRS 波形となっており、ペーシ
ングは抑制されていた(図 6)。また CT ではリン
パ節の縮小を認めていた(図 2 右)。その後もプレ
ドニゾロンを 5mg まで漸減し継続しており、
2014 年 9 月 2 日時点で洞調律を維持し、心エコ
ー所見も著変なく心機能低下を認めていない。 
 
        
図 2 胸部単純 CT (左：入院時 右：ステロイド治療開始 5 ヵ月後) 
   
図 3 Ga シンチグラフィ          図 4 心臓造影 MRI 
 
図 5 ペースメーカー植え込み後の心電図 
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 図 6 2012 年 3 月の心電図 
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